
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おじばさん」 

ひぐち きょうこ/さく・え （さくら社） 
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「だれにもいっちゃいけないよ」 

たぬきや他
ほか

のどうぶつたちは、びっくりす

るようなひみつをもっていたのです。どうぶ

つたちは次々
つぎつぎ

とひみつをいっていきますが、

たぬきは最後
さ い ご

にもう一
ひと

つひみつを教
おし

えてくれ

ます。 

 おうちの人
ひと

と、どうぶつたちのひみつを

予想
よ そ う

しながらよんでみてくださいね♪ 

 

だれのくちばしかわかるかな？小
ちい

さなくち

ばしや、大
おお

きなくちばし。いろんな色
いろ

やいろん

な形
かたち

のくちばしが出
で

てきますよ。よーくみて、

くちばしだけで、何
なん

の鳥
とり

かあててみましょう。

楽
たの

しみながら、鳥
とり

のことについて少
すこ

しくわしく

なれる絵本
え ほ ん

です。 

 

 

わたしのパパはおじさんなのにおばさんみ

たいなところがある。だから「おじばさん」と

こっそりよんでいる。「おじばさん」のお仕事
し ご と

は

コックさん。土
ど

曜
よう

日
び

も日
にち

曜
よう

日
び

もお仕
し

事
ごと

だから、

わたしはお休
やす

みの日はひとりですごす。けれど

も、夏
なつ

休
やす

みの火
か

曜
よう

日
び

、ふたりでプール行くこと

になり、「おじばさん」はおおはしゃぎ。いっぱ

い遊
あそ

んで帰
かえ

ると…。 

 

 

「わたしのあくびみなかった?」 

ピョン  ユジョン/作 三辺 律子/訳 

（絵本塾出版） 

 
ある日

ひ

のよる、いつものようにベッドに入
はい

ったミリーは、なぜか眠
ねむ

りにつけません。考
かんが

えてみるとその日
ひ

は一度
い ち ど

もあくびをしていな

かったのです。そこでミリーはあくびをさが

すことにします。「わたしのあくびみなかっ

た？」と聞
き

いてまわるミリーですが、無事
ぶ じ

に

あくびをみつけることができるのでしょう

か？ 

 

「くちばし だーれ？」 

穂高 順也/作 サトウ マサノリ/絵 今泉 忠明/監修 

（金の星社） 

 
  

きもちの優
やさ

しいくろくまさんが散
さん

歩
ぽ

をして

いると、もじゃもじゃのくま、パンダ、おお

きなくまと出会
で あ

います。しばらくいくと、し

ろくまに会
あ

いました。しろくまは木
き

の上
うえ

から

おりられなくなっています。そこで、みんな

で力
ちから

を合
あ

わせてしろくまを助
たす

けることにしま

した。―「だれでもひとりでは大変
たいへん

なことも

あるからね。」 

 

「ガマ千びき イワナ千びき」  

最上 一平 ／作 ザ・キャビンカンパニー／絵 

（文渓堂） 

滝
たき

つぼにすむガマは、ある日
ひ

、滝
たき

をのぼろ

うとするイワナにあいました。 

はげしい水
みず

のいきおいに、イワナはなんども

しっぱいします。それでもあきらめないイワ

ナ。ガマがそのわけをたずねると…。 

しらない世界
せ か い

をめざし、ぼうけんのたびに出
で

たくなる絵本
え ほ ん

です 

「たぬきのひみつ」  

加藤 休ミ/作（文溪堂） 

 

「5 ひきのくまさん」  

キャサリン・レイナー/さく            

みずの ゆきこ/やく（文溪堂） 


